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利用定員が(子どもの過ごす)指導訓練室等スペース

との関係で適切であるか

職員の配置数は適切であるか

事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が

適切になされているか

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画しているか

保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート

調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改

善につなげているか

この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー

ジ等で公開しているか

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善

につなげているか

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

しているか

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、個別支援計画を

作成しているか

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用しているか

活動プログラムの立案をチームで行っているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか

平日、休日、⾧期休暇に応じて、課題をきめ細やか

に設定して支援しているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて個別支援計画を作成しているか

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している

か

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有しているか

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか

定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の見直

しの必要性を判断しているか

令和3年度

2つ3つと遊びが立て込んでくると、⿁ごっこや追い

かけっこをするスペースの確保は難しいですが、静

かに遊ぶ分には十分なスペースがあり、利用定員と

スペースの関係が適切だと言えます。

人員配置基準は満たしているものの、状況によって

は不十分と思われることもあるので、声をかけあっ

たり、子どもから目を離さないよう連携を取った

り、療育の知識・経験を深めたりと、個々の支援力

とチームワークを高めていきたい。

キッチンを除き、段差なく床一面フラットな状態と

なっております。ただ、車椅子の方への配慮やトイ

レなどにスロープ・手すりがなく、バリアフリーへ

の配慮を検討していきたいと存じます。

業務改善のPDCAサイクルに、特に勤務する時間が

短い職員が参画できていない状況もあるので、職員

間で情報共有しながら、LINEなどのツールを使用し

参画しやすい体制を整えていきたい。

今回実施した評価表を基に、業務改善につなげてま

いります。

今年が調査の初回であったため、まだ事業所のホー

ムページで公開しておりませんが、結果がまとまり

次第、公開いたします。

外部評価をまだ実施しておりませんが、特に非常勤

職員が「よく分からない」という認識である様子な

ので、事業所がどのような状況かなどを情報共有す

ることから始めたいと存じます。

職員には、毎月、テーマを決め等動画で研修し、レ

ポートを提出していただいています。今後も継続し

て実施していきたい。

保護者に毎回モニタリングを実施し、ニーズや課題

を把握・分析しております。また、日々の子ども達

の様子から同様に課題等をアセスメントし個別支援

計画を作成しております。

常勤職員が中心となって活動プログラムを立案して

おりますが、非常勤職員の意見も取り入れながら良

い支援ができるようチームで活動を実施しておりま

す。

どの曜日の子どもにも「集団遊び」「運動」「工

作」「SSTやお出かけ」「季節のイベント」が体験

できるよう予定を組んでおり、その活動内容に関し

ても。子どもの様子や状況、保護者のニーズなどに

応じ、その都度。職員間で話し合って固定化しない

よう配慮しております。

子どもが利用する時期や時間の⾧さに応じて、課題

を設定して支援しておりますが、きめ細やかさがま

だまだ不十分な点があるのも確かなので、もっと細

かい課題設定をしていきたい。

その日行われる支援の内容や役割分担について、そ

の都度、確認をしているが、始業時間の違いや送迎

の状況によっては、必ず打ち合わせができるわけで

はない状況にあります。場合によっては、支援の合

間に確認や打ち合わせをすることもあり、臨機応変

に対応しております。

職員により、始業時間と終業時間が異なることが多

く、送迎なども含めると、必ず振り返りや気づいた

点を共有できているかと言われると、難しい状況も

あります。その場にいる職員で打ち合わせすること

は多いので、後日に他の職員への情報共有を心がけ

ております。

事業所向け 放課後等デイサービス評価表  集計結果

事業所番号: 1353800483

放課後等デイサービス ぱれっと府中

毎回、日々の支援に関して記録をとっております

が、その全てが支援の検証・改善につながっている

とは言い難いので、もっと記録を活かしていきた

い。

半年に1回、モニタリングを実施し、個別支援計画

の見直しの必要性を判断しております。ただ、ス

タッフの中に、その情報が伝わり切れていない様子

があるので、随時、伝えていきたい。
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定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いるか

個人情報に十分注意しているか

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしているか

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合

わせて支援を行っているか

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその

子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ているか

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、子

どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対

応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子

どもの主治医等と連絡体制を整えているか

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互

理解に努めているか

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障

害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで

の支援内容等の情報を提供する等しているか

児童発達支援センターや発達障害者支援センター等

の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか

放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない

子どもと活動する機会があるか

（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している

か

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしているか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持っている

か

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

してペアレント･トレーニング等の支援を行ってい

るか

運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧

な説明を行っているか

コロナ禍の中、なかなか放課後児童クラブや児童館

と交流する機会を作るのが難しい状況だが、近隣の

公園で、ぱれっと府中以外の子ども達と一緒になっ

て遊ぶ機会もあり、そういった機会も大切にしてい

きたい。

地域自立支援協議会への参加に関しては、そのメン

バーに選出されるところから始めなければならず、

参加しようにも参加できない状態。市のホームペー

ジに掲載されている情報を見て、その都度、内容を

確認している。

定期的なペアレント・トレーニングを実施している

わけではありませんが、連絡帳や電話などで、必要

に応じて助言や家庭での支援についてお伝えするこ

とがあります。また、モニタリングを実施した際

に、家庭での接し方について療育的見地からアドバ

イスることがあり、今後も状況に応じて支援を実施

していきたい。

コロナ禍で、なかなか実施に至るまで及んでおりま

せん。人数を限定しての実施やZoomの使用なども

考慮に入れ、どのような形で保護者会を開催するか

検討している段階。

月１回、活動予定表を配布しております。また、不

定期だが、ブログで日々の様子を発信しています。

日々の連絡帳やお手紙だけでなく、メールやＨＵＧ

（ネット上の支援ツール）などでも情報のやりとり

をしております。

月１回、地域ボランティアの読み聞かせに来ていた

だき子ども達と交流を図っているが、事業所の行事

に地域住民を招待するまではコロナ禍ということも

あいまって実施できておりません。感染状況などを

見ながら、どのような形で地域等に開かれた事業運

営を図っていくか、十分に検討していきたい。

策定したマニュアルについて、周知が不十分な点も

あると思われるので、周知を徹底していきたい。

月に1回、避難訓練を実施しており、大人も子ども

も非常災害時の対応が浸透してきている様子が見え

ます。

サービス担当者会議には、スタッフから日頃の様子

を聴き取りした児童発達支援管理責任者が出席して

おります。ただ、場合によっては、日頃からよくか

かわっている職員が参画した方が良い場合もあると

考えられるので、状況に応じて参画を促していきた

い。

各学校と、下校時間や年間行事を始め、送迎時の急

な変更やトラブルなども、電話や直接先生とお話し

しながら細かく連絡調整しております。

現状、医療的ケアが必要な子どもの受け入れを行っ

ていないため、主治医棟との連携体制は整備されて

おりませんが、受け入れることがある場合は、しっ

かりと連携していきたい。

必要に応じて児童発達支援事業所との情報交換を実

施しているが、保育所や幼稚園。認定こども園等と

の情報共有・相互理解については今後の課題と言え

ます。

まだ対象となる子どもがいないため実施には至って

おりませんが、必要に応じて支援内容等の情報を提

供していきたいと考えている。

児童発達支援センターや発達障害者支援センター等

の専門機関との連携が、まだ十分に図れていないの

で、今後、連携を強化していきたい。

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図っているか

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい

るか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に

応じ、必要な助言と支援を行っているか

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援しているか

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整

備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が

あった場合に迅速かつ適切に対応しているか
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どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、個別支援計画に記載しているか

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか

身体拘束に関して、対象となる児童がいなかったこ

ともありますが、スタッフ間で話し合い、より詳細

に内容を決定し、全ての保護者の理解を得る方向で

準備を進めております。

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応をしておりますが、指示書のコピー

を保管し、いつでも確認できるような体制にしてお

きたい。

ヒヤリハットの作成・共有を図っておりますが、そ

れを十分に生かした運営にまで至っていない部分も

あるため、ヒヤリハット事例集を効果的に使用して

いきたい。
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